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〔短報〕 脳機能研究施設(第 l部門)の研究活動
(昭和 43年 3月末現在)
加 濃
脳機能研究施設第 l部門(神経薬理研究部〉は昭和 41
年春認可され， 同年 12月主任として萩原弥四郎教授が
決定し，翌年 1月に加濃正明講師，仙波恒雄助手， 2月
に高橋功助手がそれぞれ決定し，研究活動に入った。ま
た3月に施設長として小林龍男薬理学教授の兼任が決ま
った。
萩原は熱電効果による諸種器官組織の循環動態の解明
を主たるテーマとし，高橋との協同実験において脳局所
の組織温および組織血流を測定し，脳活動とそれらの
関係を自律神経薬，向神経薬などを駆使して研究を進め
ている。他方仙波との協同実験において体表循環におよ
ぼす環境ならび、に精神的影響についての研究を行ってお
り，この面では精神神経科， 第 2内科， 皮膚科との共
同研究も企画進行せしめている。加濃は神経細胞膜の電
気生理学的研究の一環として，ザリガニ伸展受容器の順
正 明
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生理の高野講師，衛生の桜井助教授と協同して研究を行
い，周囲縮には T系の機能允進が重要な役割を演じてい
ることを確かめた。仙波は萩原と共同して体表循環の研
究を行なう一方，加濃と共同して破傷風毒素の作用機
序を生化学的に明らかにすべく，甲殻類や晴乳動物の神
経系における抑制性伝達物質と考えられている r-アミ
ノ酪酸やグリシンの含量に対する破傷風毒素の作用を微
量定量法により追求している。高橋は上記の萩原との協
同実験のほかに，第 l内科と共同で自律神経機能検索お
よび腎循環の研究も行っている。
以上の研究活動の成果は下記の論文および諸発表に示
めされるごとくである。
〔論文〕
1.萩原弥四郎 (1967): 交叉熱電対法による諸器官血
流の測定，最新医学， 22，284~285. 
2.萩原弥四郎(1967): 交叉熱電対法，呼吸と循環， 
15，435~436. 
3.高橋功，他(1967): 薬物による自律神経機能検査
法，千葉医会誌， 43，207~213. 
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Physiol.， in press. 
〔学会発表〕
1.高橋功，他(1967): 腎内循環の研究(第 5報)，
日循誌， 31，Suppl.， 76. 
2.高橋功，他(1967): Ethambutolの薬理作用に関
するこ，三の知見，日薬理誌， 63，114~115. 
3.高橋功，他(1967): 薬理学的自律神経機能検査法
に関する研究(第 7報)，臨床神経学， 7，351~352. 
4.加濃正明(1967): ザリガニ伸展受容器ネウロン膜
の電流電圧関係，日本生理誌， 29，358~359. 
5.萩原弥四郎，高橋功 (1967): 交叉熱電対法による
腎皮質，髄質血流の分離測定，脈管学， 8，125. 
6.仙波恒雄，他(1967): 白鼠脳の芳香族アミノ酸ト
ランスアミナーゼの細胞内分布， 神経化学， 6， 
32~35. 1.，Supp 
7.加濃正明，他 (1967): 破傷風毒素による固縮ネコ
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抄録集， 12. 
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9.加濃正明，他(1968): 皮膚痛覚と r系の関連につ
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10.高橋功，萩原弥四郎(1968): ダブルサーミスター
法による脳局所循環の研究，日薬理誌， 64，2. 
11.加濃正明，他(1 968): 破傷風固縮におけるガンマ
一運動系活動，第 177回生理学東京談話会. 
12.加濃正明，他(1968): 上正の誘発電位について，
臨床脳波， 10，147. 

〔班会議報告〕

1.小林龍男，萩原弥四郎(1 967): ダブ、Jレサーミスタ
ーによる脳温，脳血流の測定， I脳脊髄脈管の形態，
機能とその障害に関する研究」研究班会議. 
2.小林龍男，萩原弥四郎(1967): 脳温，脳血流にお
よぽす諸種薬物の影響，向上. 
3.小林龍男，萩原弥四郎(1967): 脳局所における血
流と組織温におよぼす諸種薬物の作用，向上. 
4.小林龍男，萩原弥四郎(1968): 脳局所における血
流と組織温におよぼす諸種薬物の作用，向上. 
5.加濃正明(1967): 1)破傷風固縮の発生機序， 
2)破傷風毒素のシナプス作用， I国縮と痘縮の発現
機序と治療J研究班会議.
昭和 42年 4月27日に本施設の開設を記念して，日本
学術会議脳研連と共催して記念講演会を聞いた。また従
来より行なわれてきた脳研談話会も引続き行ない関連領
域の知識を広く導入するよう努めている。
〔脳機能研究施設記念講演会〕
1.萩原弥四郎(千大教授): 脳温と脳血流. 
2. 時実利彦(東大教授): ノTラ睡眠の生理. 
3.植木幸明(新潟大教授): 脳浮腫についてのわれわ
4.豊倉康夫(東大教授): 最近流行の「腹部症状を伴
う神経脊髄症」の臨床と病理.

〔脳機能研究施設談話会〕

生理講師)，l， 渡部士郎(第 20) 1.42.回(昭57第 
Transcallosa1 responseについて.
第 58回(昭 42.2. 21)，牧豊(神経科講師)， チリチリ
病について.
自解剖教授)，l，福山右門(第24) 3. 42.回(昭59第
律神経系の中の求心性神経線維.
第 60回(昭 42.5. 19)，加濃正明(脳研講師)， ザリガ
ニ伸展受容器の順応.
解剖助教授)，3，白井敏雄(第16) 6. 42.回(昭61第
上丘のシナプスについて.
，平尾武久(群大行動研教授)，14) 7. 42.回(昭62第
私達の行動学研究.
第 63回(昭 42.9. 22)，仙波恒雄(脳研助手)， 芳香族
アミノ酸トランスアミナーゼの細胞内分布について.
第 64回(昭 42.10. 27)，石川行ー(第 l生理講師)， 
Shi vering tremorの発生機序.
脳小泉準三(神経科助手)，22) : 1.42.1回(昭65第 
におけるグリコーゲシの電顕的観察-2，3の人脳疾患
生検材料および正常動物脳について.
第 66回(昭 42.12. 15)，永野俊雄(第 2解剖教授)，牧
豊(神経科講師)， 村越康一(第 1内科助教授)帰朝
談.
第 67回(昭 43.2. 16)，窪田靖夫(眼科講師)， ネコの
瞳孔反応に関する研究.
培養解剖講師)，1，嶋田裕(第15) 3. 43.回(昭68第
筋芽細胞の電子顕微鏡的観察.
(千葉大学医学部脳機能研究施設助教授)
